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会  議  記  録  

 

高松市附属機関等の設置、運営等に関する要綱により、次のとおり会議記録を  

公表します。  

会  議  名  第６回高松市創造都市推進懇談会（Ｕ４０／２期）  

 

開催日時  平成２７年７月１３日（月）  18 時 30 分～ 20 時 30 分  

開催場所  市役所３階  ３２会議室  

議     題  

グループワーク  

 □空き家・空き店舗・空地対策  

 □ライフスタイルの創造  

 □こども・教育  

 □コミュニティ  

公開の区分    ■  公開   □  一部公開   □  非公開  

上記理由   

出席委員  

甘利委員、岡田委員、児島委員、香西委員、坂口委員、高島委

員、谷委員、中筋委員、西成委員、英委員、人見委員 、広野委

員、眞鍋邦委員、森委員、山家委員、若宮委員  

職  員  
佐々木、平田、溝渕、塩田、  

末澤、中西、永木、田山、中村、内海、藤本、金坂、杉野、  

傍  聴  者        ０人   （定員  ５  人）  

担当課およ

び連絡先  

産業振興課  創造産業係  

８３９－２４１１  

    

審議経過及び審議結果  

１  開会  

 

２  ４つのテーマに分かれてグループワーク（ 90 分）  

 

３  グループごとに今日の成果発表（ 30 分）  

 

【空き家・空き店舗・空地】  

〇文化芸術振興計画のアーティスト  イン  レジデンスを絡めた空き家・空

き店舗活用について。  

 〇商店街の空き店舗活用について。例えばチャレンジショップなどで想い

を実現したい。  

 〇今後空き家はめちゃくちゃ増える。前回、空き家対策は「ハコ」と「コ

ンテンツ」を分けて考えるべきと話したが、今は昔と違ってハコを持っ

ていても強みにならない。  

今までは、借り手から「借りたい！」というアプローチだったが、これ

からは、貸し手が「借りてください！」とアピールする時代になるので  

はないか。  

  貸し手の方から、「こんな人なら貸したい！」というような今までと逆

の発想が必要。これを掘り下げたい。  
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審議経過および審議結果  

 

【ライフスタイルの創造】  

 〇多くの人が働く９時～１７時以外の時間をいかに豊かに過ごすか、過ごし方

に着目。瀬戸芸の観光客の高松滞在時間（早朝・夜）ともかぶるので、その

時間の高松らしい豊かな過ごし方について考え、提供できれば。  

  ・地元民や旅行者が走るオススメランニングコース  

  ・港～まちなかへの誘導  

   都市計画レベルに反映させるのはなかなかハードルが高いが、段階をわけ

て提案できれば。例えば港周辺の使えそうな土地を利用して、ソフト面で

楽しくなる空間づくりを考える。（例：港で朝食を提供するなど）  

  ・地元民のおもてなしの心（すでに高い意識を持っておもてなしをしている

人を高松コンシェルジュに認定して、名物案内人に会いに来るような仕掛

けをするとか。）  

  ・光るブロックで導線づくり  

 

【生教育】  

 〇子どもを産むこと、結婚することに前向きになるような提案。  

  ・子どもを元気に産めるリミット  

  ・男性の育児参加  

  ・結婚しなくても生むことへの多様性  

  ・同性婚、養子、シングルなど家族の多様性  

  ・自治体の少子化対策は表層的だと感じる。本来の生き物的、男女たるや、

家族の多様性について知っておくべきでは。日本人はあまりそういう情報

をもっていないと感じるので、医学に裏打ちされたものをまとめて小・中

学生に提供できればと考えている。  

 

【コミュニティ】  

 〇市役所のヒトづくり～１００００人のヒトづくり～  

  ・Ｕ４０という市役所の枠組みの中での取組であることを活かして、  

   市職員だけでは変われないと思うので、市民の力を交えて、４０００人  

の市職員と６０００人の市民の力で人づくりを。  

  ・地域協働推進員が３００人くらいいるが、実際に地域に入って動いている

人はわずか。    

  ・コミュニティセンターがみんなのものになっていない。  

  ・祭りが運営できなくなってきているという現状  

→協力し合える方法があるかも？  

  ・三豊の観光振興計画について。職員のやる気がスゴイ。  

  ・川岡地区（こどもが広報を配布。タイムカプセルを小学生の時に埋めて、

成人式後に地域の人たちと一緒に開ける。地域みんなで成人のお祝いをし

ている。）  

  ・２年目職員のコミュニティ研修  

   （市職員が参加しても９５％の職員は変わらないかもしれないが、５％が  

変わればスゴイこと。コミュニティ自体も変わる必要がある。）  

 

具体的な職員のヒトづくりや研修について、提案したい。  

   

副会長より  

次回（９月１４日）の会議までに、プレ発表の準備を進めてほしい。  

９月１４日にはみんなでブラッシュアップしたい。  

 

 


